
資料2-1

（１）「まち・ひと・しごと創生法」制定　（公布・施行：H26.11.28　一部規定はH26.12.2施行）　

（※）まち・ひと・しごと創生：以下を一体的に推進すること

まち…国民一人一人が夢や希望を持ち、潤いのある豊かな生活を安心して営める地域社会の形成

ひと…地域社会を担う個性豊かで多様な人材の確保 しごと…地域における魅力ある多様な就業機会の創出

次期地方創生総合戦略について

１　国の動き

【目的】
　　少子高齢化の進展に的確に対応し、人口の減少に歯止めをかけるとともに、東京圏への人口の過度の集中を是正し、それぞれの
地域
　で住よい環境を確保して、将来にわたって活力ある日本社会を維持していくために、まち・ひと・しごと創生（※）に関する施策
を総

【国総合戦略（第1期）の期間】平成27年度～平成31年度（5か年）

本部長：

内閣総理大臣

副本部長：

内閣官房長官

まち・ひと・しごと創

生担当大臣

本部員：

上記以外の全閣僚

まち・ひと・しごと

創生本部

内容：

まち・ひと・しごと創生に関

する目標や施策に関する基本的

方向等

※人口の現状・将来見通しを踏

まえるとともに、客観的指標を

設定

まち・ひと・しごと創生

総合戦略（閣議決定）

内容：

まち・ひと・しごと創生に関する目標や施策に関する基本的方向

都道府県まち・ひと・しごと創生総合戦略

（努力義務）（第9条）

内容：

まち・ひと・しごと創生に関する目標や施策に関する基本的方向

市町村まち・ひと・しごと創生総合戦略

案の作成

実施の推進

実施状況の

総合的な検

勘案

勘案

まち・ひと・しごと創生法の概要

勘案
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（２）【国】第2期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定の動き

（３）【国】第2期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」策定スケジュール（見込み）

～第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」策定に関する有識者会議（第１回）（H31.3.11）資料より～

2019年5月23日 第2期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」策定に関する有識者会議　第4回会議『中間とりまとめ（案）』

2019年6月頃 「まち・ひと・しごと創生基本方針2019」閣議決定

2019年12月頃　 第2期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」閣議決定

※国の第2期総合戦略を勘案し、地方公共団体において地方版総合戦略を策定

◎国の総合戦略策定

◎地方版総合戦略策定

スタートアップ

2014-2015

◎地方創生版

三本の矢創設

2年目

2016

◎地方創生の新展開

とKPI の総点検

中間年

2017 ◎ライフステージに応じた地方創生

の充実・強化

・地域における若者の修学・就業の促

進－キラリと光る地方大学づくり－

・ＵＩＪターン等を促進するための政

策パッケージの策定

4年目

2018

◎第１期の総仕上げと次のステージに向けて

・ＵＩＪターン等を促進するための政策パッ

ケージの着実な実行

・地方の魅力を高めるまちづくりの推進

・次のステージにおける総合戦略の検討

5年目

2020～2024

地方創生の

次のステージ

6年目～10年目

以下について、検証を実施

・4つの基本目標（ＫＰＩ）

・地方創生推進交付金をはじめとした財政、情報、

人材支援策

・地方版総合戦略

・まち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」等

第1期の検証

第2期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定に関する有識者会議（座長：増田寛也氏）において

従来の取組に加え、以下のテーマを中心に検討

・人材育成等・関係人口（地域の担い手の掘り起こし・

育成・活用等）

・稼げるしごとと働き方（人材ノウハウの地方への還流等）

・未来技術（Society5.0等）

・少子化対策・全世代活躍まちづくり 等

第2期に向けた推進

2019
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（１）「福島県人口ビジョン」及び「ふくしま創生総合戦略」

○「福島県人口ビジョン」（策定：H27年11月）

○「ふくしま創生総合戦略」（策定：H27年12月　計画期間：平成27年度～平成31年度（5か年））

（２）第2期「ふくしま創生総合戦略」の策定に向けて

○「市町村総合戦略及び人口ビジョン」（59市町村の計画期間：平成27年度～平成31年度（5か年））

○計画期間の満了による新たな計画期間の設定

２　福島県の状況

　「福島県人口ビジョン」で掲げた本県の目指すべき将来の姿に向け、平成27年度を初年度とする5か年の目標や施策の基本的方向、具体的な
施策をまとめたもの【4本の柱：雇用、新たな人の流れ、結婚出産子育て、地域つくり】

・国における第2期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」策定に関する情報収集と共有を図る。
　　※4/24「地方創生に関する都道府県・指定都市担当課長説明会」（主催：まち・ひと・しごと創生本部事務局）

・「まち・ひと・しごと創生基本方針2019」により、第2期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の大きな方向感が示される見込みであり、基
　本方針2019の要素を盛り込んだ第2期県戦略の策定を進める。並行して市町村における第2期戦略の策定を支援する。

３　市町村の状況

　まち・ひと・しごと創生法第9条及び第10条の規定により、市町村は国の総合戦略及び都道府県の地方版総合戦略を勘案して、それぞれ定め
るよう努めなければならない。（別紙「地方版総合戦略等の進捗状況等に関するＱ＆Ａ」）

　本県の人口の現状及び将来の姿を示し、人口減少問題について県民の方々と認識の共有を図るとともに、今後の本県における地方創生の目
指すべき方向性を示すため策定　【目標：2040年に人口160万人、出生率2.16人】
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（１）「本宮市人口ビジョン」及び「住みたいふるさと　もとみや創生総合戦略」

○「本宮市人口ビジョン」（策定：H27年10月）

○「住みたいふるさと　もとみや創生総合戦略」（策定：H27年10月　計画期間：平成27年度～平成31年度【5か年】）

（２）(仮称)第2期「本宮創生総合戦略」の策定に向けて

４　本宮市の状況

・「まち・ひと・しごと創生基本方針2019」により、第2期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の大きな方向感が示される見込
み。
・国の第2期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」及び福島県の第2期「ふくしま創生総合戦略」を勘案し、本市の実情を踏まえた
総合戦略を策定。

　
　本市の人口の現状分析と人口の中長期的展望を描き、今後市
が取り組むべき施策の重要な基礎として活用。
【目標：2060年において、人口の将来展望よりも上昇を目指
す】

　
　本市人口ビジョンを踏まえ、まち・ひと・しごとの好循環と
定住人口増加を図るための平成27年度から平成31年度までの5
年間における基本目標、施策の基本的方向、具体的施策を位置
づけ。

 
社会・自然増加策により 

上昇を目指す 
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